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3Bll−4 有鞘細菌 の 鞘 に含 まれ るシス テイ ン の 絶対配 置の

　決定

O加藤 克哉，武 田 穣，小田 佳奈恵，小 泉 淳
一

〔横浜 国立大 学　 匚学研究院）

3Bl　1−5 　パ ラ ニ トロ トル エ ン 走性細菌 に よ る フ ェ ノ
ー

ル 類

化合物に 対する セ ン シ ン グ特性

Q 野 澤 正 嗣 ，磯辺 浩利，荷方 稔之，柿井
一

男

（宇司1宮 大 工 ・応イ匕）

【目的 】有 鞘 細 菌 は、自 らの 細胞 を 包 み 込 む 中空 糸状の 溝造体で ある鞘 を形

成 す る。θ一1’rOSeobactetTla に 属 す る 有 鞘 細菌 （
”
1
’
he　SPhaerotilus−L 曜 激 航

group　of 　bactcria） の 鞘 は 、ム コ 多塘 （ほ ぼ構造 決定済み ） とベ プチ ドの

複合高分子で あ る 基 本 繊維 が 絡 み 合 し丶 その形 態を成 して い る と予想 さ れ

て い る。ペ プチ ド部 分 には C；1｝
・とCysの み が 含まれ る と考え られる が、ア ミ

ノ酸配列 は不 明 で あ るe 今回 は 鞘に 含ま れ る Cys の 絶対配置を蛍光性 ジ ア

ス テ レ オ マ
ーに誘導 化 す る こ と で 決 定 す る こ と と した。【方 法

・
結果】5、

・nata ．ns とL．　cholodnii を それ ぞ れ 培 養後、溶 菌酵素 とSDS を 作用 さ せ て細 胞を

溶解 して 鞘 を得 た。鞘か ら の ア ミノ酸 の遊 離 に必 要 な 加 水分 解に お ける

Cvs の 分 解と ラセ ミ化 を防止 す るた め 、調 製 した 鞘 の SH 基を 4−fiu〔｝ro ．7−
sulfam 〔jylbcrizo ［urazan （ABD −F＞で蛍光 標識 した 。　ABD 化 した鞘 を6　”（　HCI

で加水分解 して 蛍光標識化Cl・s（ABD −Cys ）を遊離 させ た 。つ ぎに 、ABD −CyS
の ア ミ ノ 基 に 対 し て 1−lluoto−2，4−dlnitrophenyl−5−L−alaninc 　 amide

（  D）を作用 させ て、蛍光性 ジア ス テ レオ マ
ーと した．蛍光検出に よ る

逆anHPLCで D −Cys とL −Cys 由米 の ジ ア ス テ レ オマ
ーは分離可 能で あ り、い

ずれの鞘 に 含 まれ る Cys も L 体 と決定 する こ とが で きた 。今回 確 立 した

ABD −F とFADD を用い たCys の 光学異性体同定法で は 、生 じ る ジア ス テ レオ

マ ーが蛍光を有す る ため、4．vinylpyridine と Eヘ 1〕1〕を用い る既存法に 比 ベ

ジ ア ス テ レ オマ
ー
検 出が 容易 で ある。さ ら に、反応 に用 い る試薬 が す べ て

不揮発性 で あ り、操 作が容易な hに安 全性 に も勝 る と思わ れ るtt

【目的】p一二 ］・ロ トル エ ン （PNT ）走性細菌 であるPNTI 株は、　b−tert一ブチル

フ t・．ノ ール （PBP ）、ビス フ ェノール A（BPA ｝、お よび これ らの 類似物質に 対

し て も集積応答す る。応 答を示 した化学物質 は全て ヒ ドロ キシ ル 基又は 二

トロ 基 を 有して お り、こ れ らの 官能基の 集積 応答への 関与が示唆 さ れ る c

本研究で は PNTI 株に よ る集積応答の よ り詳細な知見 を得 るため、走化性

セ ン サ ーの適応状態を利用 してPNTl 株の セン シ ン グ特性を検討 した。【実

験方法 】細菌懸濁液に適応 さ せ る物質を添加 し、その 化学物質 を感知す る

セ ン サ ー
を適応 させ た PNTI 株を用 い て試験物質 に対す る走化性 を測定 し

た。走化性は、倒立 位相差顕微鏡を用い たキ ャ ビラ リ
ー

法に より測定 した．
【結果 と考察】PNTI 株は 、か 及び nz一ク レ ゾール に集積応答 を示 し、　o一クレ

ゾ
ー

ル に は集積応 答を示 さなか っ た。これ は メ チル基 とヒ ドロ キシル 基の

近 接に 伴 う立体障害による もの と考え られ た。か ク レ ゾール で適 応させた

PNTI 株は PNT 、　 PBP 、　 BPA に対 して 全て 集積応答した こ とよ り、p一ク レ

ゾ
ー

ル は 、PNT 、　PBP、趾
’A を認識するセ ン サ ーとは 異なる セ ン サ

ー
で認

識 され て い る 可能性が示 唆された。現 在フ ェ ノ ール、ニ トロ フ ェ ノ ール等

の 類 似物質に つ い て も同様な検討を行 っ て い る ．

Determination　of 　the　chirality ・f　cysteincs 　in　the　sheaths ・f　the
sheathed 　bacteria
　OKatsuya　KAI10 ，　Minoru 　TAKEDA ，　Kanae 　ODA ，　Juni（：hi　KOiZUMI
　（YokDhuma 　National 　Ulliversi匸y）

Adaptational　respo 皿 se 　analysis 　toward　phenols　by　p・nitrotOluene ・
accumula 血 g　bacterium

　OMasashi　NOZAWA ，　Hir 〔，toshi 　ISOBE ，　Tbshiyuki 　NIKATA ，
　 Kazuo 　KAKII

　（Dept ．Appl ．　Chem ．，Utsunomi ｝
，a　Univ ．）

Ke アwords 　Cysteine，　shea ［h，　shcaLhed 　bRcしeじ
．la，　chirality Ke ア word5 　bacterial　chemotaxis ，　aduptational 　i

．
esponse ，p−nitro しoluene ，

bisphじnolA

3B12−1 　細菌胞子 に お け る過酢酸 の 殺胞子効果 に 影 響を 及

　ぼ す 因子 に つ い て
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L，岩 II奇慎 也

2，岡野 哲也
2，．1：戸 哲明

1

（
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　過 酢 酸 （P．4A） は 高い 殺菌活性 と幅広い 殺菌ス ベ ク トル を示す化合物 で

あ る 。処 理 後 は 安全 な水 と酢 酸 とに 変化 するた め、特 に 安全性の 重視 され

る ペ ッ トボ トル 等 の 殺菌工 程 に 利 用 され てい る。一般 に PA4 は、過酸化 水

素 （H202 ）お よび 酢酸 との 平 衡 状態 で 市販 さ れ て い る。しか し、1）廃液

処理 が コ ス ト高な こ と、2｝細 菌胞 子に対 す る効果 が低 い こ となどの問 題点

が 指摘 され て い た。そ こで 、新 規過 酢酸製剤が 開発さ れ た，こ の製剤 はPM

を特異 的に 則 時 生成 さ せ る もの で 、？IX．Nに対 する耐 性が極 めて高 い とされ

る 6aciltUtS’　cereus の 胞 予に 対 して も有効 で あ っ t 。　 調査の結 果、市販 の 過

酢酸製剤 に 含 まれ る H202 が PA4 の 殺胞 子 効果を阻害 して い る こ とが 明 ら

か とな っ た n同 時 に 、この H202 の添加 効果 1讃 伽 c励 鷹 泓 螂α‘認 o ‘朋臨 薦 に

お いて は殺 胞 子効 果 に 影 響す る こ とな く、β齠 伽 ∬ 齢‘燃 等に お い て は逆に

促 進 的 に作 用 す る こ と も明 らか とな っ た。こ れ らの 挙動の 違い は、胞 子の

含有 す る2価金属 イオ ン の 差 にあ る と考え、B．∫ubtiiis に つ い て 、培養時、お

よび培 養 後 に胞 子 の 蓄積す る 2 価 金属イオン を変化 させ る こ と を試みた 。
それ ら の耐 性 を調 査 した と こ ろ、Co イ オン が B、5繊 撚 胞子の PAA 耐性を上

昇 させ る効 果 を示 した 。一方で 、Pt　A、1−ll，02共存下 に お ける 溶液 の 酸化還

元電泣 （ORP ）を測 定 した と こ ろ、　H202 の 添加 量が 増大 する に従 い 、　ORP
が低下 した ．これ ら の こ とか ら、過酢酸耐性に は、それ ぞれの 胞子の 酸化

さ れや すさ が大 き く関与 し て い る こ とが 推 察 され た 。
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